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市民憲章　わたしたちは 若い力をそだて としよりをうやまい 大田原を明るいまちにしましょう

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分
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６月10日(日)、大田原市消防団消防操法競技会(市野沢小学校)
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今夏においても電力不足が懸念されていますので、家庭
や事業所での節電にご協力をお願いいたします。
ただし、エアコンの控え過ぎなどによって、熱中症になら
ないよう十分注意してください。熱中症にならないために
は、体調を整え、のどが渇いたと感じる前にこまめに水分
や塩分の補給をするなどの対策が効果的です。
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★ 今夏の節電にご協力ください
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大
田
原
市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
の
設
立
に
伴
い
、
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
が
始
動
し
ま
し
た
。グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
農
山
漁
村

地
域
に
お
い
て
自
然
、
文
化
、
人
々
の
交
流

を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
す
。

　

本
事
業
は
、
大
田
原
市
の
自
然
、
文
化
、

人
々
と
都
市
住
民
の
交
流
を
促
進
し
て
観

光
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
元
農

林
水
産
物
の
消
費
拡
大
お
よ
び
収
益
改
善

に
よ
っ
て
農
業
の
担
い
手
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
を
図
り
、
地
域
全
体
の
活
性

化
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て

成
功
す
る
事
業
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
詳
し

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
　
時　

７
月
26
日（
木
）

　

午
後
２
時
〜
５
時

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容

　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

　

〜
大
田
原
と
全
国
の
状
況
〜

●
講
　
師

　
（
財
）都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構

　

業
務
部　

次
長

　
　

花
垣  

紀
之  

氏　
　

　

長
野
県
飯
田
市
職
員

　
　

竹
前  

雅
夫  

氏

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催　

大
田
原
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

　

ズ
ム
推
進
協
議
会
、大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

昨
年
の
夏
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
非
常
に
高
い
節
電
効
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
夏
も
引
き
続
き
率
先
し

て
節
電
に
努
め
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
節
電
の
実
施
期
間

　

７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
平
日

●
節
電
の
目
標

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
使
用

　

電
力
を
、平
成
22
年
度（
震
災
前
）比
15
％

　

削
減（
市
役
所
は
20
％
）

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
節
電
に
対
す
る
意

　

識
を
持
ち
、
率
先
し
て
取
り
組
み
を
推

　

進
し
ま
す
。

　
　

　
⑴
使
用
電
力
の
削
減
に
ご
協
力
を

　

節
電
の
参
考
と
し
て
、「
ご
家
庭
で
お
願

　

い
し
た
い
取
り
組
み
」を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

⑵
熱
中
症
に
注
意

　

節
電
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
生
命
や
身

　

体
の
安
全
が
最
優
先
で
す
。熱
中
症
・

　

脱
水
症
状
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。特
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
身
体

　

の
具
合
の
悪
い
方
な
ど
は
、
無
理
を
し

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に（
予
防
）

・
体
調
を
整
え
、
具
合
の
悪
い
場
合
は
暑

　

い
日
中
の
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う

・
通
気
性
の
良
い
衣
服
を
着
て
、
外
出
時

　

に
は
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

・
の
ど
の
乾
き
を
感
じ
る
前
に
こ
ま
め
な

　

水
分
補
給
を

②
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
対
策

・
涼
し
い
と
こ
ろ
に
連
れ
て
行
き
、
横
に
す
る

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
ナ
ト
リ
ウ
ム

　

を
含
ん
だ
も
の
を
飲
ま
せ
る

・
ア
イ
ス
パ
ッ
ク
な
ど
で
首
、
脇
の
下
、

　

も
も
の
付
け
根
を
冷
や
す

・
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い

　

と
き
な
ど
は
救
急
車
を
呼
ぶ

　

事
業
所
で
は
、
昼
間
に
高
い
電
力
消
費

　

が
続
き
、
特
に
空
調
用
電
力
が
全
体
の

　

約
48
％
、
照
明
や
Ｏ
Ａ
機
器
が
約
40
％

　

と
大
部
分
を
占
め
ま
す
、
こ
ま
め
な
電

　

源
オ
フ
や
出
力
調
整
な
ど
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

⑴
冷
房
時
の
室
内
温
度
28
度

⑵
照
明
の
削
減
、
使
っ
て
い
な
い
部
屋
や

　

廊
下
の
消
灯
、空
調
停
止

⑶
Ｏ
Ａ
機
器
の
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
設
定

　

ま
た
は
長
時
間
席
を
離
れ
る
と
き
の
電

　

源
オ
フ

■
問
い
合
わ
せ
　
　 

２
階

　

政
策
推
進
課
政
策
推
進
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
講
演
会
開
催

大
田
原
市
役
所
の
節
電
方
針

大
田
原
市
役
所
の
節
電
方
針

大
田
原
市  

夏  

の
節
電
方
針

〜
市
の
取
り
組
み
と

　
　
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
〜

１  

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
推
奨（
５
月
〜
10
月
）

２  

ノ
ー
残
業
デ
ー（
通
年
毎
週
金
曜
日
）

３  

冷
房
時
の
室
内
温
度
28
度
の
徹
底

４  

事
務
所
内
照
明
の
節
減

５  

使
っ
て
い
な
い
部
屋
や
廊
下
の
消
灯
、

　

  

空
調
停
止

６  

昼
休
み
消
灯

７  

パ
ソ
コ
ン
の
ス
タ
ン
バ
イ
モ
ー
ド
設
定

８  

コ
ピ
ー
機
、パ
ソ
コ
ン
、プ
リ
ン
タ
ー

　

  

な
ど
の
使
用
台
数
制
限
お
よ
び
退
庁

　

  

時
プ
ラ
グ
抜
き

９  

使
用
頻
度
の
低
い
機
器（
シ
ュ
レ
ッ

  　

ダ
ー
な
ど
）は
使
用
時
の
み
プ
ラ
グ

　

  

挿
入

10  

電
気
湯
沸
ポ
ッ
ト
、コ
ー
ヒ
ー
メ
ー

  　

カ
ー
な
ど
の
使
用
削
減

11  

マ
イ
ボ
ト
ル
持
参
、

　

  

涼
感
グ
ッ
ズ
活
用

12  

暖
房
便
座
の
温
度
調
整

市
役
所
の
取
り
組
み

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

熱中症
注意！
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削減率の合計が
15％を超えるよう
ご協力をお願いいたします。 ％ W
外出されている時も、④、⑦、⑧、⑩の対策への取り組みをお願いいたします。

※節電効果の記載値は資源エネルギー庁の推計です。
（在宅世帯の日中の平均的消費電力［14時：約1,200W］に対する削減率
と削減消費電力の目安。小数点以下を切り捨て）

①室温は28℃を目安にしてください。

② “すだれ”や“よしず”などで窓からの日差しを和らげ、エアコン
の消費電力の抑制をお願いいたします。

③ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機をご使用いただき
ますようお願いいたします。

④ 設定温度が「強」の場合は「中」へ変更し、扉の開ける時間をでき
るだけ減らし、食品の詰め込みすぎに注意してください。

⑤ 日中は照明を消して、夜間も点灯している照明をできるだけ減ら
してください。

⑥ 省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要な時
以外は消してください。

⑦ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能がある場合はこ
れらを活用してください。

⑧ 夏はコンセントからプラグを抜いてください。

⑨ 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊飯して、冷蔵庫に保存し
てください。

⑩ リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切り、長時間使用しな
い機器についてはコンセントからプラグを抜いてください。

エアコン

冷蔵庫

照明

テレビ

温水洗浄便座
（暖房便座）

ジャー炊飯器

待機電力

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

節電チェックリスト

※除湿運転やエアコンの頻繁なオンオフは
　電力の増加になるのでご注意ください。

（3口）

（乾燥）

(瞬間式)使用時

～家庭で使用する主な電気製品の定格消費電力～
夏（７月～９月）の平日９時～20時は、消費電力の大きい電気製品のご使用をできるだけ控えていただきますようお願いいたします。

出典：資源エネルギー庁調べ　上記は定格消費電力の一例であり、実際の消費電力は、製品の種類や使用方法等により異なります。

ご家庭でお願いしたい取り組み

お願いしたいこと チェック
節電効果

削減率 削減消費電力

設定温度を2℃上げた場合

標準→省エネモードに設定し、
使用時間を2/3に減らした場合

左記いずれかの対策により

10%

10%

50%

2%

5%

2%

1%未満

2%

2%

130W

120w

600W

25W

60W

25W

5W

25W

25W

東京電力（平成23年6月）C

定格消費電力

750～1,100W

34W

200～300W 

12W

60W

電気製品

液晶テレビ

ＤＶＤレコーダー

パソコン

ジャー炊飯器

電子レンジ

定格消費電力

50～150W

40W

45W

1,300W

1,400W

電気製品

ＩＨクッキングヒーター

掃除機 

アイロン

洗濯乾燥機

温水洗浄便座

定格消費電力

5,800W

1,000W

1,400W

1,100W

1,200W

電気製品

エアコン

扇風機

冷蔵庫

電球形蛍光ランプ

白熱灯

エアコンの控えすぎによる熱中症などに
ご注意いただき、無理のない範囲で節電
へのご協力をお願いいたします。

■問い合わせ　政策推進課政策推進係　　(２３)８７０１
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古
来
よ
り
『
笑
う
門
に
は
福
来
る
』
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
笑
い
が
健
康

に
良
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
経
験
的
に

知
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
笑
い
と
健
康
に
関
す
る
研
究
が

進
み
、
笑
い
が
健
康
に
役
立
つ
こ
と
が
科

学
的
に
裏
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

日
常
生
活
の
中
で
、
笑
い
は
生
活
に
潤
い

を
与
え
、
私
た
ち
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
笑

い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
の

中
に
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
、
幸
せ
度
の
高
い

ま
ち
大
田
原
を
目
指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ

く
り
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
次
の
２
つ
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

○「
お
笑
い
健
康
講
座
」（
全
９
回
）

○「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」（
全
３
回
）

　

笑
い
に
興
味
を
持
ち
、
笑
い
を
楽
し
み

た
い
一
般
市
民
の
方
、
医
療
・
福
祉
の
現

場
で
笑
い
を
活
用
し
、
利
用
者
の
生
活
の

質
の
向
上
を
図
ろ
う
と
考
え
る
医
療
・
福

祉
関
係
者
の
方
、
各
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
拠
点
と
し
た
地
域
の
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
方
が
、「
見
る
」「
演

じ
る
」の
両
方
を
体
験
で
き
ま
す
。

●
募
集
定
員

　

一
般
市
民
の
方　
　

20
名

　

医
療
福
祉
関
係
者　

10
名

※
応
募
者
が
定
員
総
数
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
期
間

　

７
月
17
日（
火
）〜
８
月
３
日（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
を
除
く

●
申
込
方
法　

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係
に
あ
る
所
定

　

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

　

う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

●期　日
　  ８月 24 日、  ９月７日、  ９月 21 日
　10 月 12 日、10 月 19 日、11 月 ２日
　 １月 18 日、２月 １日、  ２月 15 日
　いずれも金曜日
※７月17日(火)から受講者を募集します。
　右下の募集のお知らせをご覧ください。

●時　間
　午後７時～９時
●場　所
　大田原地域職業訓練センター101研修室
●講座内容
○プロのネタを見る観客タイム（30 分)
○実践タイム（60 分)
　①講座の目的、進め方、あいうえお作文
　②基礎的トレーニング（瞬発力・アドリブ)
　③物ボケ、表現力トレーニング
　④基礎的トレーニング（ジェスチャー・ものまね)
　⑤１分ネタ実践
　⑥アドリブ・コント
　⑦トークの練習・集団トーク
　⑧すべらない１人トークの練習
　⑨自己ネタ披露
　⑩お笑い健康ライブに向けての練習  など
○歓談タイム（30 分)

笑
っ
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を

笑
っ
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を

「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」

「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」

　多くの市民の皆さんにご来場いただ
き、笑いを楽しんでいただきます。
●期　日
　 ９月 23 日(日)
　11 月 11 日(日)
　 ２月 17 日(日)
●時　間　午後２時 30 分～４時
●場　所　市総合文化会館ホール
●内　容　お笑い芸人３組程度と受　
　　　　　講者が出演

お
笑
い
健
康
講
座
受
講
生
募
集

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す大田原市ふれあいの丘

（青少年研修センター）

大田原市水遊園直売所

大田原市湯けむりふれあいの丘
レストラン牧場

大田原市道の駅那須与一の郷

大田原市火葬場 生活環境課
　　（２３）８７０６

農政課
　　（２３）８７０８

生涯学習課
　　（９８）７１１５

施　設　名 担当課
（問い合わせ）

　

市
で
は
次
の
施
設
に
お
い
て
、
平
成
25

年
度
か
ら
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。募
集
す
る
施
設
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
細
は
各
施
設
の
担
当
課
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。各
施
設
で
は
お
答

　

え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
募
集
施
設

■
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

総
務
課
行
政
改
革
係

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１



とちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビを利用した｢データ放送｣をご利用ください

図２

図３

●操作手順
※ご使用のリモコンによっては、多少操作が異なる場合が
　あります。
①チャンネルを｢とちぎテレビ｣に合わせます。

②リモコンの【d】ボタンを押してください。

③右の図１のように｢データ放送｣の画面になります。

④リモコンの矢印ボタン【▲▼】で見たい項目枠に移
　動させ、【決定】ボタンを押します。

⑤図２のように画面が変わり、掲載されている項目
　の一覧が表示されます。

⑥一覧の中から読みたい記事を矢印ボタン【▲▼】で
　選び【決定】ボタンを押します。

⑦図３のように記事の詳細が表示されます。

⑧【決定】か【戻る】ボタンを押すと、前の画面に戻り
　ます。

テレビ映像を全画面表示に戻すには、もう一度【d】
ボタンを押してください。

図１

【d】ボタン
【▲▼】ボタン
【決定】ボタン
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総　　合

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い
循
環
型

社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
、
設

置
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
有
利
子
の
貸
付
、
融
資
な
ど
を
受

け
設
置
す
る
方
に
、
更
に
補
助
金
の
上
乗

せ
措
置
を
い
た
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額

●
補
助
対
象

　

平
成
24
年
４
月
６
日
以
降
に
申
請
さ
れ

　

た
方
か
ら
適
用

●
申
込
方
法

　

生
活
環
境
課
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の「
太
陽
光
発
電
シ
ス

　

テ
ム
設
置
費
補
助
金
交
付
申
請
書
」に
必

　

要
書
類
を
添
付
し
提
出

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

●
期
　
日

　

９
月
６
日（
木
）

●
集
合
場
所
・
時
間

・
那
須
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

午
前
８
時

・
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
臨
時

　

駐
車
場　

午
前
８
時
10
分

・
那
須
野
が
原
公
園　

午
前
８
時
50
分

●
見
学
施
設

・
防
災
館

・
日
光
田
母
沢
御
用
邸
記
念
公
園

※
昼
食
は
磐
梯
日
光
店

●
参
加
費

　

１
０
５
０
円（
昼
食
代
）

●
定
　
員　

50
名

●
対
　
象

　

大
田
原
市
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
町
在
住

　

の
方

●
申
込
締
切

　

８
月
17
日（
金
）※
当
日
消
印
有
効

●
申
込
方
法

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
参
加
者
全
員（
１
枚 

の

　

ハ
ガ
キ
で
２
名
以
内
）
の
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
集
合
場
所
を

　

記
入
し
、
県
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室
へ

　

申
し
込
み
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
広
報
課
県
民
プ
ラ
ザ
室

　
　

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

　
　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）３
７
６
６

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助
金
の
上
乗
せ
補
助
の
実
施

制定前

制定後

１kwあたり３万円
（限度額12万円）

上記に加え、補助金
や自己資金等を除く
実質融資などの額が
１００万円を超える
場合、３万円

１kwあたり３万円
（限度額12万円）

「
県
民
バ
ス
」参
加
者
募
集

■問い合わせ　　２階
　情報政策課広報広聴係　  　（２３）８７００
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イベント特集

　
●
期
　
間

　

７
月
20
日（
金
）〜
８
月
31
日（
金
）

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房

　
（
大
田
原
市
福
原
）

●
期
　
間

　

11
月
１
日（
木
）〜
14
日（
水
）

●
場
　
所　

那
須
野
与
一
伝
承
館

　

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
田
原
市
南
金
丸
）

①
こ
ど
も
テ
ラ
コ
ッ
タ
教
室

　

テ
ラ
コ
ッ
タ
粘
土
で
自
由
な
形
を
制
作

　

し
ま
す
。後
日
事
務
局
で
乾
燥
・
焼
き

　

上
げ
し
お
渡
し
し
ま
す
。

②
木
と
石
に
よ
る
造
形
教
室

　

木
片
や
石
を
接
着
剤
や
ひ
も
な
ど
で
組

　

み
合
わ
せ
、
立
体
造
形
物
を
制
作
し
ま

　

す
。

●
対
　
象　

小
・
中
学
生

●
日
　
時

①
７
月
29
日（
日
）

　

午
前
の
部　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

②
８
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房
ほ
か

●
費
　
用　

１
人
５
０
０
円

●
定
　
員　

各
回
20
名

●
申
込
締
切

①
７
月
19
日（
木
）　

②
８
月
２
日（
木
）

　

作
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

絵
を
描
い
た
り
工
作
を
し
た
り
し
ま
す
。

●
対
　
象　

小
・
中
学
生

●
日
　
時　

８
月
12
日（
日
）・
13
日（
月
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房

●
費
　
用　

無
料

※
た
だ
し
、材
料
な
ど
は
各
自
持
参

●
定
　
員
　
20
名

●
申
込
締
切　

８
月
９
日（
木
）

　

電
動
木
彫
機
（
電
気
で
動
く
ノ
ミ
）
や
ノ

ミ
と
キ
ヅ
チ
で
彫
刻
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

●
対
　
象

　

小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

●
日
　
時　

８
月
４
日（
土
）〜
10
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

　
（
４
日
は
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

●
場
　
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房

●
費
　
用　

無
料

●
定
　
員　

15
名
程
度

●
申
込
締
切　

７
月
26
日（
木
）

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
、
ま
た

　

は
学
校
で
配
布
さ
れ
た
申
込
用
紙
を
使

　

っ
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
、
彫
刻
の

美
し
さ
、
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
子
ど
も

た
ち
の
夏
休
み
期
間
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
ふ
れ
あ
い
の
丘
に

外
国
な
ど
か
ら
彫
刻
家
を
招
き
作
品
の
制
作
過
程
を
公
開

す
る「
那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
田
原
」を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
年
で
16
回
目
。今
回
招
待
す
る

作
家
は
、木
彫
作
家
１
人
、石
彫
作
家
３
人
。国
別
で
は
中
国

と
韓
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、
国
内
か
ら
２
人
が
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　

作
品
が
で
き
上
が
る
ま
で
の
過
程
を
見
学
す
る
こ
と
の

で
き
る
数
少
な
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ふ
れ
あ
い
の
丘
の

大
工
房
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

こどもテラコッタ教室こどもテラコッタ教室

●招待作家
　○フオ　シュウギ（男性）
　　木彫・中華人民共和国
　○ホウ　ハイラン（女性）
　　石彫・大韓民国
　○内田　充（男性）
　　石彫・神奈川県
　○菊地　伸治（男性）
　　石彫・埼玉県

こ
ど
も
美
術
相
談

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
彫
刻
教
室

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

昨年の公開制作の様子昨年の公開制作の様子
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イベント特集・お知らせ

　

豊
か
な
自
然
の
中
、
那
珂
川
で
鮎
釣
り

大
会
を
楽
し
む
こ
と
を
と
お
し
て
、
人
々

の
交
流
を
促
し
、
美
し
い
自
然
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時

　

８
月
19
日（
日
）　

午
前
７
時

　

小
雨
決
行

※
予
備
日　

８
月
26
日（
日
）

●
場　

所

・
集
合　

那
珂
川
右
岸
河
川
公
園
（
黒
羽

　

商
工
会
裏
）

・
釣
り
区
間　
「
馬
洗
場
放
水
路
」
か
ら

　
「
黒
岩
」
ま
で
。
釣
り
区
間
に
「
鮎
の
那

　

珂
川
」の
旗
を
掲
示
し
ま
す
。

●
対　

象　

中
学
生
以
上

●
参
加
費

　

１
０
０
０
円（
お
と
り
代
、　

保
険
代

　

な
ど
）

※
入
漁
料
は
別
途
参
加
者
負
担

●
申
込
方
法

　

８
月
10
日（
金
）ま
で
に
、
市
観
光
協
会

　

ま
で
申
し
込
み
。
申
込
書
は
、
市
観
光

　

協
会
、
地
区
内
釣
具
店
な
ど
に
あ
り
ま

　

す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会（
黒
羽
庁
舎
１
階

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

０
２
８
７
（
５
４
）１
１
１
０

　
　
　

０
２
８
７
（
５
４
）１
１
５
９

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が

死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
葬
祭
を
行
っ
た
方

に
葬
祭
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額　

５
万
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
喪
主
の
方
の
印
か
ん

・
喪
主
の
方
の
名
義
の
預
金
通
帳

●
時　

効

　

葬
祭
を
行
っ
て
か
ら
２
年
が
経
過
す
る

　

と
、
時
効
と
な
り
申
請
が
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入

　

さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
加
入
し

　

て
い
た
健
康
保
険
に
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

国
保
年
金
課
医
療
助
成
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

　

各
種
防
犯
対
策
や
子
ど
も
の
安
全
対
策

活
動
の
知
識
・
教
養
を
高
め
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

８
月
24
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場　

所

　

金
田
北
区
地
区
公
民
館

　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
市
野
沢
１
９
８
８
‐
１
）

●
内　

容

①
講　

演

　

ス
テ
ッ
プ
総
合
研
究
所
子
ど
も
の
安
全

　

教
育
グ
ル
ー
プ
代
表

　

清
水  

奈
穂  

氏

②
講　

話

　

大
田
原
警
察
署
生
活
安
全
課
長

③
意
見
交
換
、
質
疑
応
答

●
対　

象　

大
田
原
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

危
機
管
理
課
地
域
安
全
安

　

心
担
当
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

２
階

　

危
機
管
理
課
地
域
安
全
安
心
担
当

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
５

　

栃
木
県
行
政
書
士
会
那
須
支
部
で
は
、

暮
ら
し
と
役
所
の
諸
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

７
月
29
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所

　

宇
都
宮
東
武
百
貨
店
大
田
原
店

　

北
側
１
階
お
し
ゃ
れ
口

●
内　

容

　

遺
言
、
相
続
の
手
続
き
、
離
婚
、
成
年

　

後
見
制
度
、
内
容
証
明
、
法
人
設
立
、

　

建
設
業
の
許
可
、
自
動
車
の
登
録
な
ど

●
申
込
方
法

　

事
前
申
し
込
み
不
要
。
当
日
会
場
へ
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

行
政
書
士
会
那
須
支
部

　

厚
木
行
政
書
士

　
　
　

０
９
０‐

４
３
６
０‐

０
８
４
０

第
20
回
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね

鮎
釣
り
大
会
参
加
者
募
集

第
20
回
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね

鮎
釣
り
大
会
参
加
者
募
集

国
保
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
の
葬
祭
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

地
域
交
流
会
」参
加
者
募
集

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

行
政
書
士
無
料
相
談
会

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
お
お
た
わ
ら
６
月
15
日
号
15

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
大
田
原

市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
一
覧
の
電
話

番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
訂
正
箇
所

　

大
田
原
地
区　
（
株
）竹
内
設
備

　
（
誤
）　

２
２‐

６
３
７
７

　
　
　
　
　
　

←

　
（
正
）　

２
３‐

６
３
７
７
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お知らせ

　

貴
重
な
水
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
た

め
、
大
田
原
地
区
お
よ
び
川
西
地
区
で
水

道
管
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

７
月
30
日(

月)

〜
９
月
20
日(

木)

　

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で

●
調
査
区
域

・
大
田
原
地
区(

山
の
手
１
丁
目
、
２
丁

　

目
、
紫
塚
４
丁
目
の
一
部
、
住
吉
町
２

　

丁
目
の
一
部
、
城
山
１
丁
目
、
２
丁
目
、

　

元
町
１
丁
目
の
一
部
、
２
丁
目)

・
川
西
地
区(

大
豆
田
、
黒
羽
向
町
の
一

　

部
、
余
瀬
の
一
部)

※
詳
細
は
左
図
の
と
お
り

●
調
査
内
容

　

公
道
、
お
客
さ
ま
の
敷
地
内
止
水
栓
お

　

よ
び
量
水
器(

メ
ー
タ
ー)

ま
で
の
漏
水

　

音
を
探
知
し
ま
す
。

●
委
託
業
者

　

地
中
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）

　

身
分
証
と
腕
章
を
し
て
い
ま
す
。

※
委
託
業
者
が
お
客
さ
ま
に
調
査
代
金
を

　

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
費
用
負
担

　

量
水
器
ま
で
の
漏
水
修
理
は
水
道
課
の

　

費
用
負
担
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
特

　

別
な
工
事
が
必
要
な
時
は
お
客
さ
ま
に

　

費
用
負
担
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
係

　
　
　

 (

２
３)

８
７
１
３

漏
水
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

●
８
月
の
相
談
の
窓
口

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　８月27日（月）　午前10時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター 
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　８月１日（水）　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　８月21日（火）　午前９時30分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　情報政策課広報広聴係
　　　（２３)８７００

総合行政相談

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要ですの
で、総務課総務法規係まで電話でご予約ください。

　日時　８月22日(水）午後１時30分～４時
　場所　大田原市福祉センター
　申込　８月15日(水)～21日(火）
　　　　午前８時30分～午後５時15分(土・日除く）

市民無料法律相談
■予約・問い合わせ
　総務課総務法規係
　　　（２３)１１１１

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給
付、会社設立定款などについて、公証人が無料で
相談に応じます。予約が必要ですので、公証役場
まで電話でご予約ください。
　日時　８月22日(水）午前10時～正午
　場所　大田原市福祉センター
　申込　午前９時～午後５時(土・日除く）

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　　　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談くださ

交通事故における損害賠償や示談交渉などについ
ての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日  ※７月 20 日（金）を除く
　　　　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内那須県民相談室

栃木県
交通事故相談

■問い合わせ
　交通事故相談用電話
　　　（２３)１５５６

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめ
に関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　８月20日(月）午前９時30分～正午
　場所　大田原市福祉センター　相談室
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　８月１日(水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター　研修室
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　８月21日(火）午前９時30分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館　第２会議室
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務法規係
　　　（２３)１１１１

人  権  相  談

自殺予防いのちの電話フリーダイヤル

自殺予防相談(死にたい、死のうと思っている。生
きている意味など。また、周辺にこのような人がい
る時など｡)
　日時　毎月10日の午前８時～11日の午前８時（24時間）
　相談番号（フリーダイヤル）※通話料金無料
　　　　　　０１２０(７３８)５５６
■栃木いのちの電話相談（通常）※24時間365日
　　　　　　０２８(６４３)７８３０
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お知らせ

●
せ
ん
定
枝
木
・
葉
・
草
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
い
、
当
初
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
大
田
原
の
焼
却
灰
か
ら
国
の
基
準
値

を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

た
問
題
か
ら
、
そ
の
軽
減
の
た
め
に
せ
ん

定
枝
木
な
ど
の
焼
却
を
昨
年
10
月
か
ら
停

止
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
焼
却
灰
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、

国
の
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

せ
ん
定
枝
木
な
ど
を
焼
却
す
る
と
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
大
き
く
上
が
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
、
現
在
も
な
お
焼
却
で

き
な
い
状
況
の
た
め
、
当
分
の
間
収
集

で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
家
庭
な
ど
で
保
管
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
６

　

市
で
は
毎
年
、道
路
舗
装
面
の「
穴
ぼ
こ
」

な
ど
の
「
市
道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
夕
立
な
ど
で
雨
が

多
く
な
る
と
「
穴
ぼ
こ
」
が
空
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

市
で
は
毎
日
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
監
視
の
目
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、「
穴
ぼ
こ
」発
見
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　
「
穴
ぼ
こ
」な
ど
を
発
見
し
ま
し
た
ら
、す

ぐ
に
道
路
維
持
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

道
路
維
持
課

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
７

　
　
　
（
２
２
）８
７
３
１

  〈
土
・
日
の
連
絡
先
〉

　
　
　
（
２
３
）１
１
１
１（
代
表
）

　

少
子
化
の
急
速
な
進
行
は
、
本
県
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
出
生
数
は
平
成

2
年
の
1
万
9
9
9
5
人
か
ら
平
成
21
年

に
は
1
万
7
0
0
4
人
と
急
激
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
少
子
化
対
策
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
産
科
疾
患
に
つ
い
て
の
健

康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

分
か
り
や
す
く
妊
娠
中
の
疾
患
に
つ
い

て
説
明
し
、
妊
娠
女
性
に
は
罹
患
を
予
防

す
る
た
め
、
罹
患
し
て
い
る
場
合
に
は
重

篤
化
を
防
ぐ
た
め
の
生
活
方
法
に
つ
い
て

認
識
し
て
も
ら
い
、
妊
娠
し
て
い
な
い
方

に
は
、
妊
娠
女
性
へ
の
十
分
な
協
力
が
必

要
な
こ
と
を
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
日
　
時　

７
月
28
日(

土)

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

●
場
　
所

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
５
階
講
堂

　

(

那
須
塩
原
市
井
口
５
３
７‐

３)

●
内
　
容

・
演
題　
「
妊
娠
中
の
疾
患
に
つ
い
て
」

・
講
師　

山
田  

哲
夫  

先
生(

国
際
医
療
福

　

祉
大
学
病
院
副
院
長)

●
対
　
象

　

妊
娠
女
性
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
を

　

対
象

●
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

　

総
務
企
画
課

　
　
　

０
２
８
７(

３
７)

２
２
２
１

ご
み
の
出
し
方
に
ご
協
力
を
！

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

『
健
康
教
室
』

妊
娠
中
の
疾
患
に
つ
い
て

市
道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
お
願
い

「
道
路
の
穴
ぼ
こ
」な
ど
発
見
の

際
は
市
ま
で
通
報
を

●｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健診｣を受診する方は、｢保険証｣と｢特定健
　康診査受診券｣をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、健康政策課成
　人健康係までご連絡ください。変更のご連絡がない場合、ご希望の日に受診できな
　いことがあります。
●市の健診は１年に１回の受診です。市民健康診査および国民健康保険の人間ドッ
　ク･脳ドックで受診した項目は、重複して受診できませんので、ご注意ください。
■問い合わせ　健康政策課成人健康係　　１階　　（２３）７６０１

湯津上全地区
沼の袋
宇田川・宇田川ニュータウン・荻野目

下町・新町・大沢・平山・佐久山南部

上石上・野崎
深川
黒羽全地区
親園北区・実取・滝岡
松原・藤沢・琵琶池・大神
大神南部・福原・福原南部

小滝苑・小滝

８月１日(水)
８月５日(日)
８月７日(火)
８月８日(水)
８月10日(金)
８月19日(日)
８月22日(水)
８月25日(土)

８月27日(月)

８月31日(金)

蛭田小学校

大田原市総合文化会館

宇田川小学校

佐久山小学校

石上小学校

大田原市総合文化会館

黒羽保健センター

親園中学校

ふれあいの丘

金田北地区公民館

日にち 会　　場 対　象　地　区

●受付時間　午前8時～10時
※予約人数により受付開始時間が
　変更になることがあります。
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健康政策課健康政策係 　　１階
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

病院群輪番制病院
(一般)

小児救急当番病院
(小児)

那須赤十字病院
菅間記念病院
那須中央病院
菅間記念病院
那須中央病院
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院

那須赤十字病院
国際医療福祉大学病院
那須赤十字病院
国際医療福祉大学病院
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院
国際医療福祉大学病院

日
月
火
水
木
金
土

日
月
火
水
木
金
土

曜
日

曜
日

●那須地区夜間急患診療所の時間外で、救急の場合
　に受診しましょう。

●事前に当番病院に電話をしてから受診してください。

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

救急当番病院救急当番病院夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる
場合があります。

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき 福島整形外科病院那須地区夜間急患診療所那須地区夜間急患診療所

８月の休日当番医８月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●相談時間　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　局番なしの ♯８０００
　　　　　　ダイヤル回線の場合は　　０２８－６００－００９９

●とちぎ子ども救急電話相談●●とちぎ子ども救急電話相談●

お子さんが急な病気やけがで心配なとき、
家庭での対処方法などをアドバイスします。 電話相談電話相談

■休日当番医・那須地区夜間
　急患診療所・救急当番病院に
　関する問い合わせ電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）

那須赤十字病院 中田原1081-4 0287(23)1122

那須中央病院 下石上1453　 0287(29)2121

菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　 0287(62)0733 　

国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3 0287(37)2221

５日(日)
12 日(日)
14 日(火)
15 日(水)
16 日(木)
19 日(日)
26 日(日)

小林内科外科医院
長嶋医院
吉成小児科医院
青柳医院
池永腎内科クリニック
西田整形外科医院
くろばね齋藤醫院

富士見1-1606-265
下石上 1246

新富町 2-1-22
中央 2-1-2
町島 200-8
元町 1-9-18
黒羽田町 612

（２３）８８７０
（２９）００５０
（２２）２４１２
（２２）２１２２
（２４）７０７０
（２０）３１００
（５４）００３１

診療日 毎日
診療時間 午後７時～午後10時

診療科目 内科・小児科
所在地 大田原市中田原1081‐4

（那須赤十字病院１階）

●平成24年７月１日に大田原市休日等急患診療所と黒磯那須地区休日等急患診療所を統合し、　
　那須地区夜間急患診療所として開設しました。

●那須郡市医師会の医師が交替で、入院の必要のない、
　かぜなどの比較的軽症な患者の診療を行います。
●診察の結果、詳しい検査や入院が必要な場合は、
　救急当番病院と連携をとり対応します。

《 配置図 》

主玄関
那須地区夜間急患診療所

入口

那須赤十字病院駐車場

駐車場※場所は那須赤十字病院への併設ですが、那須
　赤十字病院とは別の医療機関になります。

コンビニ
エンスストア

大田原小

光真寺

消防署

富士電機

72

461

蛇
尾
川

中田原工業団地

那須赤十字病院

那須赤十字病院７月21日  (土 )

小児救急当番病院（小児）日程

※次の日程は、当番病院が下表のように変更になります。

午後５時30分～翌朝午前８時30分　診療時間

電話番号 ０２８７(４７)５６６３

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



平成24年７月15日号 12

お知らせ

●健康おおたわら塾●●健康おおたわら塾●
「沈黙の臓器　肝臓」「沈黙の臓器　肝臓」

■相談･問い合わせ　　２階
　健康政策課成人健康係
　　 　（２３）７６０１

非常に大切なものの例えとして｢肝心かなめ｣と表現されているように、肝臓は私たちの生命を
維持するために心臓と同じくらい重要な臓器です。

肝臓は右胸肋骨の下端に位置し、三角形に近い形をしていて、右葉、左葉という２つの部分に
分かれています。重さは成人で約１～ 1.2Kg もあり、人間の体の中で最大、最重量の臓器です。
また、多量の血液を含んでいるため、体の中で最も高温で赤褐色をしています。

《7月28日は世界肝炎デーです！》《7月28日は世界肝炎デーです！》

(１)代　謝

【肝炎ウイルスが原因】

●肝臓の構造

●肝臓の病気と原因

肝臓は｢体内の化学工場｣と呼ばれ、主な働きは｢代謝｣｢解毒｣｢胆汁の生成｣の３つ
に分かれています。

食事でとった食べ物は胃や腸で消化されて吸収しやすい形に変わり、肝臓に運ばれます。
肝臓はそれをいったん貯蔵し、体内で利用できる形に作り変えてから、必要に応じて体内
のあちこちへ送り出します。

○肝炎ウイルスに感染することが原因で肝炎になってしまいます。
○肝炎ウイルスの種類
・Ａ型､Ｂ型､Ｃ型､Ｄ型､Ｅ型､Ｇ型と６種類発見されていますが、その中でも､特にＡ型､Ｂ型､
　Ｃ型肝炎の３つが主体とされています。

(２)解　毒
体内に入ってきたアルコール、食品添加物などの化学物質や体内でつくられたアンモニア
など、身体に有害な物質を分解して無毒化し、尿や便として体外に排出します。

※キャリア…肝炎ウイルスをもっているが発症していない人

(３)胆汁の生成
胆汁は脂肪の分解や脂に
溶けやすい脂溶性ビタミ
ンの消化・吸収を助ける
働きをします。肝臓が分
泌した胆汁は、胆管でつ
ながっている胆のうに溜
められ、必要に応じて消
化吸収のために送りださ
れます。

●肝臓の働き

感
染
ル
ー
ト

肝　炎 感染ルート 備　考肝　炎 感染ルート 備　考
Ａ型肝炎

Ｂ型肝炎

Ｃ型肝炎

海外の旅行先での感染が多い。

キャリア(※)の人が発症すると慢性化する可能性
がある。

感染力は弱い。６～７割が慢性化する。日本人の
肝臓がんの約 80％がＣ型肝炎が原因。

飲み物・食べ物

血液・体液

血液・体液

分解・代謝・
解毒を行う化
学工場

栄養素の貯蔵
倉庫肝 臓肝 臓

胆汁の生成

大
動
脈

たんぱく質

糖質

アルコール

油

【肝臓の働き】【肝臓の働き】【肝臓の働き】
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【生活習慣病が原因】

【薬物が原因】

食べすぎ、お酒の飲みすぎ、運動不足や甘い物のとりすぎなどが原因で肝臓に脂肪がたまり、   
　　　　　になることで肝臓の働きが鈍くなります。

薬物アレルギーによる肝障害を起こします。

これらの原因で肝機能が低下し、肝炎→肝硬変→肝がん、を引き起こ
す可能性があるといわれています。

脂肪肝脂肪肝

☆アルコール性脂肪肝＝アルコールに関係して起こる。
☆非アルコール性脂肪肝＝アルコールを飲まない人でも脂肪肝が増えている。
　その１割程度は炎症を起こし肝細胞が壊れて肝硬変へ移行する。

｢非アルコール性脂肪肝炎(NASH)｣…肥満、糖尿、脂質異常などの生活習慣病が原因で発症。

☆適度な運動と食後の休息を心がけましょう。
・ウオーキングや散歩など気軽にできる運動を生活に取り入れましょう。
・食後30分から１時間は肝臓が栄養素を蓄えたりするために、フル活動する時間
　です。ゆっくり休むことが肝臓への負担を軽減します。
☆バランスのよい食事を摂りましょう。
・良質のたんぱく質を取り入れた食事を１日３回きちんととりましょう。ビタミンをしっかりとりましょう。
☆時間を守って、疲労を溜めないことが大切です。規則正しい生活を送りましょう。
☆飲酒は適量に。
・適量…１日１合以内が肝臓に負担のかからない量です。また、週に２日は休肝日を設けましょう。
☆アルコールを解毒するのに必要なタンパク質、ビタミン、ミネラルをたくさん含んでいるもの
　（チーズ、焼き魚、豆腐、酢の物、海藻類など）を一緒にとりましょう。

≪血液検査で肝臓の状態が分かります。≫≪血液検査で肝臓の状態が分かります。≫≪血液検査で肝臓の状態が分かります。≫

肝臓が病気になると肝臓の細胞(肝細胞)が次々と壊されて死んでしまいます。しかし、肝臓には
再生する能力があり、たとえ半分以上肝細胞が壊れても他の肝細胞がカバーしたり、自分で修復
しながら黙々と働いているのです。よほどの事態＝８割～９割程度悪くならないと症状が現れな
いために｢沈黙の臓器｣と呼ばれています。
そのために、自覚症状が現れる前に自分の肝臓の状態を知っておくことが大切です。

【異常があっても気付きにくい沈黙の臓器】

肝臓の酵素 (体内で物質を合成・分解する働きをするた
んぱく質) で肝細胞が壊れると血液中に流れます。

肝臓の解毒作用に関係している酵素です。比較的アル
コールに反応します。

※日本人間ドック学会・特定健康診査の基準値に準じる。
※基準値は検査機関、測定方法などにより異なりますので、目安と考えてください。

肝臓の働きをみる指数 基準値 役　割肝臓の働きをみる指数
AST(GOT)

ALT(GPT)

γ-GTP

30ＩU／１以下

50ＩU／１以下

30ＩU／１以下

基準値 役　割
☆市民健康診査を受けましょう。

☆肝炎検査(ウイルス感染の有無の検査)
　市民健康診査でＢ型、Ｃ型に感染しているかどうか調べることができます。

☆肝臓は私たちの体を守る重要な臓器です。真面目で、頑張り屋で、弱音をはかない臓器であ
　ります。そのため、私たちが肝臓に負担をかけないように生活することが大切です。
　肝臓を思いやり、元気に生活していきましょう。

☆肝臓は私たちの体を守る重要な臓器です。真面目で、頑張り屋で、弱音をはかない臓器であ
　ります。そのため、私たちが肝臓に負担をかけないように生活することが大切です。
　肝臓を思いやり、元気に生活していきましょう。

《肝臓をいたわる生活》
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お知らせ

　

７
月
１
日
か
ら
、
市
民
健
康
診
査「
医
療

機
関
健
診（
が
ん
検
診
）」
が
始
ま
り
ま
し

た
。申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
６

月
中
旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、期
間
内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
健
康
政
策
課
成
人
健
康
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

市
に
申
し
込
み
の
無
い
場
合
は
、
受
診

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
の
医
療
機
関
健
診
に
つ

　

い
て
は
、
10
月
か
ら
の
開
始
と
な
り
ま

　

す
。後
日
再
度
通
知
し
ま
す
。

  【
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象
者

　

平
成
25
年
３
月
31
日
に
お
け
る
年
齢
が

　

次
に
該
当
す
る
女
性

・
子
宮
が
ん　

20
歳
以
上

・
乳
が
ん　
　

30
歳
以
上

●
受
診
で
き
な
い
方

・
今
年
度
の
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
子

　

宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方

・
今
後
、集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
子
宮

　

が
ん
･
乳
が
ん
検
診
の
受
診
予
定
の
方

●
受
診
期
間

　

７
月
１
日
〜
平
成
25
年
２
月
28
日

●
受
診
回
数

　

年
間
を
通
じ
１
回

●
受
診
で
き
る
指
定
医
療
機
関

●
受
診
方
法　

申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
お

　

手
元
に
受
診
に
必
要
な
書
類
が
届
き
ま

　

す
の
で
、
上
記
の
指
定
医
療
機
関
に
予

　

約
を
取
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
者
負
担

・
子
宮
が
ん
検
診

　

頸
部
検
査　

１
５
０
０
円

　

頸
部
・
体
部
検
査　

２
２
０
０
円

・
乳
が
ん
検
診

　

乳
が
ん
検
診　

１
５
０
０
円

※
70
歳
以
上
の
方
お
よ
び「
が
ん
検
診
無
料

　

ク
ー
ポ
ン
券
」を
お
持
ち
の
方
は
、
無
料

　

で
受
診
で
き
ま
す
。（
子
宮
が
ん
検
診
の

　

体
部
検
査
は
対
象
外
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

　

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、

平
成
21
年
度
よ
り
、
下
記
の
年
齢
の
方
に

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

対
象
者
へ
の
配
布
は
６
月
中
旬
に
行
い

ま
し
た
。こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
市
で
実
施

す
る
集
団
健
診
ま
た
は
医
療
機
関
健
診
の

み
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券
は
集
団
健

　

診
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

●
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
対
象
者

 　

下
表
の
と
お
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　
　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

市
民
健
康
診
査「
医
療
機
関
健

診
方
式
」が
ん
検
診
開
始

那須中央病院(健診センター)
山の手岡くりにっく
菅間記念病院
国際医療福祉大学病院(予防医学センター)
那須赤十字病院(健診部)
はしもとマタニティクリニック
石塚産婦人科
国際医療福祉大学病院(予防医学センター)
しんたくレディスクリニック
藤田産婦人科医院
田崎医院

大田原市下石上１４５３
大田原市山の手２－２１－１０
那須塩原市大黒町２－５
那須塩原市井口５３７－３
大田原市中田原１０８１－４
大田原市若松町５０７－５
那須塩原市三島２－１４－９
那須塩原市井口５３７－３
那須塩原市方京１－７－３
那須塩原市宮町５－１９
那須郡那須町寺子丙１

医療機関名 住　　所

乳がん検診

子宮がん検診

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん

「
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」配
布

昭和 46 年(1971)４月２日
　～昭和 47 年(1972)４月１日
昭和 41 年(1966)４月２日
　～昭和 42 年(1967)４月１日

昭和 36 年(1961)４月２日
　～昭和 37 年(1962)４月１日
昭和 31 年(1956)４月２日
　～昭和 32 年(1957)４月１日
昭和 26 年(1951)４月２日
　～昭和 27 年(1952)４月１日

40 歳

年齢 生年月日

45 歳

50 歳

55 歳

60 歳

平成３年(1991)４月２日
　～平成４年(1992)４月１日
昭和 61 年(1986)４月２日
　～昭和 62 年(1987)４月１日

昭和 56 年(1981)４月２日
　～昭和 57 年(1982)４月１日
昭和 51 年(1976)４月２日
　～昭和 52 年(1977)４月１日
昭和 46 年(1971)４月２日
　～昭和 47 年(1972)４月１日

20 歳

年齢 生年月日

25 歳

30 歳

35 歳

40 歳

【
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
対
象
者
】

  【
子
宮
頸
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
対
象
者
】

※

対
象
年
齢
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
時

　

点
で
の
年
齢
で
す
。
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お知らせ

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ
国民年金保険料免除等の申請について

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付することが
困難な場合には、申請により保険料の納付が免除・猶予
となる「保険料免除制度」や「若年者(30歳未満)納付猶予
制度」があります。
　保険料の免除や猶予を受けず保険料が納め忘れの状態
で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、
障害基礎年金・遺族基礎年金が受けられない場合があり
ます。
　手続きは、住民登録をしている市区役所・町村役場の
国民年金担当窓口へ申請することになります。申請書は、
年金事務所または市区役所・町村役場の国民年金担当窓
口に備え付けてあります。
　平成24年度の免除等の受付は平成24年７月１日から開
始され、平成24年７月から平成25年６月までの期間を対
象として審査します。また、申請は原則として毎年度必
要です。 
　ただし、平成24年７月に申請する場合は、平成23年７
月から平成24年６月分までの期間(前１年間分)について
も申請することができます。７月に前１年間分の免除な
ども申請される場合は、申請書を２枚提出してください。

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

北
校
学
校
祭

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
や
相
談
は

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
へ

■問い合わせ
　大田原年金事務所　　　　　(２２)６３１３
　市国保年金課国民年金係　　(２３)８９２８

　
　
乳
幼
児
健
康
相
談

　

管
理
栄
養
士
・
保
健
師
・
看
護
師
が
子

育
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

・
８
月
１
日
(水
)

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

・
８
月
３
日
(金
)

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容

　

身
長
と
体
重
測
定
、
育
児
相
談

●
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　

(２
３
）８
６
３
４

　
　

も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
教
室

　

５
カ
月
〜
離
乳
食
完
了
期
を
対
象
と
し

た
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
法
を
学
ぶ
教

室
で
す
。

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日
　
時
　
８
月
２
日
(木
)

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話
、
実
習
(デ
モ
ン
ス
ト

　

レ
ー
シ
ョ
ン
）

●
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

子
ど
も
幸
福
課
母
子
健
康
係

　
　
　

(２
３
)８
６
３
４

　
　

た
め
し
て
運
動
塾

　

運
動
習
慣
の
き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室

で
す
。

●
日
　
時　

８
月
１
日
(水
）

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所
　
黒
羽
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

ヨ
ガ
(講
師
の
運
動
指
導
）

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め
の
バ
ス
タ

　

オ
ル
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(２
３
）７
６
０
１

●
日
　
時　

８
月
４
日(

土)

〜
５
日(

日)
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
内
容
に
よ
り
時
間
は
異
な
り
ま
す
。

●
場
　
所　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

　
（
矢
板
市
矢
板
５
４
）

●
内
　
容　

学
習
成
果
発
表(

４
日)

、
演

　

芸
発
表(

５
日)

、
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

　

そ
ば
打
ち
実
演(

５
日)
、
パ
ソ
コ
ン
体

　

験
な
ど
。

※
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
楽
し
め

　

る
内
容
で
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

　
　
　

０
２
８
７(

４
３)

９
０
１
０

　

利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
事

前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
や
契
約
内
容
と

違
っ
て
い
た
り
、
職
員
の
言
動
に
傷
つ
け

ら
れ
た
り
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
疑

問
や
不
満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を
解
決
す
る
た
め
、
利

用
者
や
家
族
な
ど
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を

受
け
、
事
業
所
へ
の
調
査
や
話
し
合
い
に

よ
る
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
内
容
例

・
約
束
し
た
は
ず
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

　

れ
な
い

・
支
援
の
仕
方
が
乱
暴
。
職
員
の
言
動
に

　

傷
つ
け
ら
れ
た

・
も
う
少
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
ほ

　

し
い　

な
ど

●
相
談
方
法　

電
話
や
来
所
の
ほ
か
、
文

　

書
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
料
な
ど　

無
料

●
そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気

　

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　
　

〒
３
２
０
‐
８
５
０
８

　
　

宇
都
宮
市
若
草
１
‐
１
０
‐
６

　
　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

　
　
　

０
２
８
(６
２
２
）２
９
４
１

　
　
　

０
２
８
(６
２
２
）２
３
１
６

　
　
　

asu.sw
@
dream

.ocn.ne.jp

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談
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児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
方
は
、

毎
年
８
月
に
現
況
届
手
続
き
が
必
要
で
す
。

受
給
資
格
を
継
続
す
る
た
め
の
大
切
な
手

続
き
で
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
お
よ
び
会
場

●
持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
証(

受
給

　

者
お
よ
び
児
童
の
も
の)

な
ど

※
な
お
該
当
す
る
方
に
は
、
通
知
を
差
し

　

上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　
1
階

　

子
ど
も
幸
福
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
３
２

●
日
　
時

　

８
月
18
日
、
25
日

　

９
月
１
日
、
15
日
、
22
日

　

10
月
６
日
、
13
日
、
20
日

　

11
月
３
日
、
17
日(

全
10
回)

　

毎
週
土
曜
日　

午
後
7
時
〜
9
時

●
場
　
所　

黒
羽
体
育
館

●
講
　
師
　
黒
羽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

●
対
　
象

　

市
内
在
住
の
小
学
生
お
よ
び
社
会
人

●
定
　
員　

30
名

●
参
加
費
　
申
し
込
み
時
に
納
入

　

小
学
生　
　

８
０
０
円

　

社
会
人　

１
８
５
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
と
し
て

●
申
込
方
法

　

７
月
24
日(

火)

〜
８
月
３
日(

金)

の
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
黒

　

羽
体
育
館
で
申
し
込
み
の
受
付
を
行
い

　

ま
す
の
で
直
接
、
黒
羽
体
育
館
ま
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。(

た
だ
し
平
日
の
み)

●
そ
の
他

・
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

・
代
理
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、
複
数

　

人
数
分
を
一
括
し
て
申
し
込
む
こ
と
は

　

不
可
。

・
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

・
申
込
者
が
定
員
の
半
数
に
満
た
な
い
場

　

合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
事
業
係

　

(

黒
羽
体
育
館)

　
　
　

(

５
４)

２
８
５
８

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
係(

県
北
体
育
館)

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
業
務
内
容

　

大
会
運
営
(給
水
・
受
付
・
そ
の
他
)

●
応
募
資
格

・
高
校
生
以
上
で
健
康
な
方

・
10
月
29
日
（
月
）
、
30
日
（
火
）
、
31
日

　
（
水
）の
い
ず
れ
か
の
業
務
説
明
会
に
出

　

席
で
き
る
方

●
そ
の
他　

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大

　

会
当
日
、
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
・
昼

　

食
な
ど
を
支
給
し
ま
す
。

※
８
月
３
日(

金)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(２
２
)８
０
１
７

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
受
講
生

募
集
！

大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
提
出
月
で
す

受付期間 時　間 受付会場

８月３日(金)

８月６日(月)
～

８月９日(木)

午前９時～
　午後４時

午前９時～
　午後４時

黒羽支所２階
第１会議室

市庁舎東別館１階
会議室

※上記期間後は子ども幸福課窓口で受け付けます。
※湯津上支所での受け付けは行いません。

＜  7月15日（日）～８月16日（木）＞

子育てサロン　★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場　★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター　★開設時間　9:00~12:00、13:00~16:00

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、お子さんから目を離
さないようお願いします。

木曜日
休館日：７/26、８/２・９・16

火･木･金･第２土曜日
休館日：７/31、８/７

火曜日
休館日：８/14

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)
子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
休館日：７/16・18

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

月・水曜日
休館日：７/16、８/13・15

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園内)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館内)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園内)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園内)

月～金曜日
休館日：７/16、８/15・16

月～金曜日
休館日：７/16、８/15・16

月～金曜日
休館日：７/16、８/13・14

月～金曜日
休館日：７/16、８/13・14

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

■問い合わせ　　１階
子ども幸福課子育て支援係
　　　　　（２３ ）８９３２

●生後４カ月すぎの赤ちゃんから就学前までのお子さんと保護者の親子交流の場です。
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普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
練
習

風
景
を
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
新
シ
ー
ズ
ン
を
占

う
チ
ー
ム
の
状
況
を
い
ち
早
く
見
る

こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

●
日
　
時

　

７
月
24
日(

火)

・
８
月
１
日(
水)

　

午
後
０
時
30
分
〜
２
時
30
分(
予
定)

●
場
　
所　

県
立
県
北
体
育
館

※
詳
細
は
、
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電
話
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
リ
ン
ク
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

　
　
　

０
２
８(

６
３
７)

８
１
３
２

　
　
　

http://w
w
w
.linktochigi

　
　
　

brex.com
/

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
は
、
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
る
市
町
村

税
収
入
の
確
保
は
大
変
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
公

平
な
徴
収
に
よ
る
納
税
者
の
信
頼
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
滞
納
整
理
を
推
進
し
滞

納
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
７
〜
８
月
を
「
市
町
村
税
徴

収
強
化
月
間
2
0
1
2
夏
」
と
し
て
、
県

と
協
働
し
て
、
県
下
一
斉
に
徴
収
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

○
納
税
相
談　

市
税
な
ど
を
納
期
限
内
に

　

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

　

が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書

　

な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
勤
務
先
訪

　

問
を
行
い
ま
す
。

○
財
産
調
査　

官
公
署
、
金
融
機
関
、
保

　

険
会
社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
す
る
調

　

査
や
、
給
与
を
差
し
押
さ
え
る
た
め
、

　

勤
務
先
に
対
し
給
与
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度　

主
な
財
産
調
査
状
況

　
　

預
貯
金　
　
　

３
３
８
２
件

　
　

生
命
保
険　
　
　
　

７
２
件

　
　

給
与　
　
　
　
　

４
７
５
件

○
差
押
処
分　

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命

　

保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の

　

差
押
を
行
い
ま
す
。
差
押
後
も
納
付
さ

　

れ
な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公
売
・
取

　

立
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度　

差
押
等
執
行
状
況

　
　

差
押
件
数　
　

１
１
３
２
件

　
　

換
価
件
数　
　
　

８
８
６
件

　
　

換
価
額　
　

６
３
０
０
万
円

　

滞
納
処
分
に
は
、
督
促
状
な
ど
の
印
刷

費
や
郵
送
料
、
財
産
調
査
や
差
押
な
ど
を

執
行
す
る
職
員
の
人
件
費
な
ど
多
大
な
経

費
が
か
か
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
公
平
に
そ
し
て
平
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
納
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
　

１
階

　

収
納
対
策
課
徴
収
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
３

　

平
成
23
年
中
の
収
入
に
つ
い
て
、
ま
だ
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
を
対
象
に
、
市
民

税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

・
７
月
24
日(

火)

　

湯
津
上
支
所　

１
０
２
会
議
室

・
７
月
25
日(

水)

　

黒
羽
支
所　

２
階
第
１
会
議
室

・
７
月
26
日(

木)

〜
27
日(

金)

　

仮
設
庁
舎
Ｂ
棟
２
階
会
議
室

※
各
会
場
と
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
持
参
す
る
も
の

・
平
成
23
年
中(

平
成
23
年
１
月
１
日
〜

　

12
月
31
日)

の
所
得
内
容
が
分
か
る
も

　

の(

給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票)

　

事
業(

営
業
や
不
動
産
賃
借
な
ど)

の
収

　

入
が
あ
っ
た
方
は
収
支
内
訳
書(

収
入

　

と
経
費
が
分
か
る
も
の)

・
所
得
控
除
の
証
明
書(

生
命
保
険
の
支

　

払
証
明
書
、
障
害
者
手
帳
な
ど)

・
印
鑑

・
口
座
番
号(
本
人
名
義)

が
分
か
る
も
の

　

(

預
金
通
帳
な
ど)

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　
税
務
課
市
民
税
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
２
５

　

縄
文
時
代
中
期
の
浅
香
内
遺
跡
か
ら
見

つ
か
っ
た
縄
文
土
器
な
ど
の
出
土
品
を
展

示
し
、
あ
わ
せ
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
黒

羽
高
校
社
会
部
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

７
月
21
日(

土)

〜
８
月
26
日(

日)

※
月
曜
休
館

●
場
　
所

　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

(

湯
津
上
１
９
２)

●
テ
ー
マ

　

「
探
検
！
大
田
原
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　

〜
浅
香
内
遺
跡
群
〜
」

●
入
館
料　

一
般
１
０
０
円(

80
円)

　

高
校
生
・
学
生　
　

50
円(

40
円) 　

　

小
・
中
学
生
無
料

※（　

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

※
大
田
原
市
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資

　

料
館
と
栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資

　

料
館
は
、
右
記
の
観
覧
料
で
当
日
に
限

　

り
、
両
資
料
館
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
け

　

ま
す
。

●
そ
の
他　

企
画
展
開
催
中
は
縄
文
土
器

　

を
使
っ
た
体
験
学
習(

拓
本
・
文
様
遊

　

び)

が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　
　
　

(

９
８)

３
３
２
２

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス

公
開
練
習
を
開
催

あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く

〜
市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

　
　
　
　
　
２
０
１
２
夏
〜

税
収
確
保
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
24
年
度

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談

大
田
原
市
な
す
風
土
記
の
丘

湯
津
上
資
料
館

夏
休
み
企
画
展
開
催

自動車差押え自動車差押え
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●
日
　
時
　
８
月
25
日(

土)
 　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

●
内
　
容
　
市
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
の

　

共
催
に
よ
る
体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
や
病
院
に
関
連
す

　

る
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

　

験
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
命
や
生
活
を

　

守
る
医
療
福
祉
の
大
切
さ
を
深
く
学
び

　

ま
す
。

●
対
象
・
定
員

・
小
学
生(

利
用
者)

コ
ー
ス

　

対
象　

小
学
５
・
６
年
生(

定
員
50
名)

・
中
学
生(

従
事
者)

コ
ー
ス

　

対
象　

中
学
１
〜
３
年
生(

定
員
30
名)

●
申
込
方
法
　
７
月
31
日(

火)

ま
で
に
参

　

加
さ
れ
る
児
童
生
徒
の
、
郵
便
番
号
・

　

住
所
・
氏
名(

ふ
り
が
な)

・
電
話
番
号
・

　

学
校
名
・
学
年
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　

申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
に
て
申
し
込
み
。

　

ハ
ガ
キ
の
場
合
７
月
31
日(

火)

の
消
印

　

有
効
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
後
日
当

　

選
者
に
対
し
て
「
受
講
証
」
を
発
送
し

　

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　
「
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」係

　

〒
３
２
４
‐
８
５
０
１

　

大
田
原
市
北
金
丸
２
６
０
０
‐
１　

　
　
　

０
２
８
７(

２
４)

３
０
０
０

　
　
　

０
２
８
７(

２
４)

３
１
０
０

●
日
　
時

　

８
月
８
日(

水)

　

午
前
９
時
〜
正
午(

小
雨
実
施)

●
集
合
場
所

　

大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
採
取
場
所

　

蛇
尾
川
緑
地
公
園
付
近

●
講
　
師

　
(

財)

栃
木
県
環
境
技
術
協
会
職
員

●
定
　
員　

親
子
20
名
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

●
持
参
す
る
も
の

　

長
靴
、
帽
子
、
筆
記
用
具
、
雨
具
な
ど

●
申
込
方
法　

７
月
31
日(

火)

ま
で
に
電

　

話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階
　

　

生
活
環
境
課
環
境
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
６

●
日
　
時　

８
月
下
旬
〜
11
月
下
旬

　

週
２
回(

曜
日
は
不
規
則) 　

全
20
回

　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
　
所

　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

農
事
研
修
室

　

(

湯
津
上
５
‐
７
７
６)

●
内
　
容

　

初
心
者
の
た
め
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

　

の
基
本
を
学
ぶ

●
対
　
象　

満
15
歳
以
上
で
、
市
内
在
住

　

ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
方(

学
生
除
く)

●
定
　
員　

20
名

●
参
加
費　

無
料

※
教
材
費(

２
５
０
０
円
程)

は
自
己
負
担

●
申
込
期
間
　
８
月
１
日(

水)

〜
10
日(

金)

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時(

土
・
日
を

　

除
く)

●
申
込
方
法

　

申
込
期
間
内
に
湯
津
上
地
区
公
民
館
に

　

あ
る
申
込
書
で
直
接
窓
口
に
申
し
込
み
。

　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
不
可
。

※
申
込
者
数
が
募
集
定
員
を
上
回
っ
た
場

　

合
は
、
公
開
抽
選
を
８
月
17
日(

金)

午

　

前
９
時
に
湯
津
上
地
区
公
民
館
で
行

　

い
、
そ
の
結
果
を
申
込
者
全
員
に
通
知

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　

(

９
８)

３
４
２
５

●
受
験
資
格

・
刑
務
Ａ
・
刑
務
Ａ(

武
道)

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

・
刑
務
Ｂ
・
刑
務
Ｂ(
武
道)

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

・
刑
務
Ａ(

社
会
人)

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

・
刑
務
Ｂ(

社
会
人)

　

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
58
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
女
子

●
職
務
内
容
　

　

刑
務
所
・
少
年
刑
務
所
ま
た
は
拘
置
所

　

に
勤
務
し
、
被
収
容
者
に
対
し
日
常
生

　

活
の
指
導
・
職
業
訓
練
指
導
・
悩
み
ご

　

と
に
対
す
る
助
言
指
導
を
行
う
と
と
も

　

に
、
施
設
の
保
安
警
備
の
任
に
あ
た
る
。

●
試
験
日

・
第
１
次
試
験　

９
月
23
日(

日)

・
第
２
次
試
験

　

10
月
18
日(

木)

〜
20
日(

土)

●
申
込
用
紙
請
求

　

黒
羽
刑
務
所
庶
務
課
窓
口
に
直
接
請
求
、

　

ま
た
は
封
筒
の
表
の
左
に
「
刑
務
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ

　

た
返
信
用
封
筒(

角
型
２
号)

を
同
封
し

　

て
郵
便
で
請
求
。

●
申
込
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
24
日(

火)

〜
８
月
２
日(

木)

・
郵
送
ま
た
は
窓
口
に
持
参

　

７
月
30
日(

月)

〜
８
月
７
日(

火)

※
郵
送
の
場
合
、
８
月
７
日
消
印
有
効

■
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
刑
務
所
庶
務
課
人
事
係

　
　

〒
３
２
４
‐
０
２
９
３

　
　

大
田
原
市
寒
井
１
４
６
６
‐
２

　
　
　

(

５
４)

１
１
９
１

国
際
医
療
福
祉
大
学  

第
３
回

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

市
民
学
校「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

受
講
生
募
集

「
水
生
生
物
教
室
」

参
加
者
募
集

刑
務
官
募
集
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栃
木
県
農
業
大
学
校
で
は
、
高
度
な
専
門

知
識
や
技
術
の
実
践
教
育
を
通
し
て
、
農
業

に
求
め
ら
れ
る
多
様
な
役
割
を
担
え
る
優
れ

た
農
業
経
営
者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員

・
農
業
経
営
学
科　

25
名

・
園
芸
経
営
学
科　

40
名(
野
菜
、
花
き
、

　

果
樹
の
各
専
攻)

・
畜
産
経
営
学
科　

15
名

●
出
願
期
間

・
推
薦
入
学
試
験

　

９
月
14
日
〜
28
日

・
一
般
入
学
試
験(

前
期)

　

11
月
26
日
〜
12
月
７
日

・
一
般
入
学
試
験(

後
期)

　

平
成
25
年
２
月
７
日
〜
15
日

●
入
学
試
験
実
施
期
日

・
推
薦
入
学
試
験

　

11
月
１
日(

木)

・
一
般
入
学
試
験(

前
期)

　

平
成
25
年
１
月
11
日(

金)

・
一
般
入
学
試
験(

後
期)

　

平
成
25
年
２
月
28
日(

木)

※
推
薦
入
学
試
験
お
よ
び
一
般
入
学
試
験

　

(

前
期)

の
合
格
者
数
が
募
集
人
数
に
達

　

し
た
場
合
、
一
般
入
学
試
験(

後
期)

を

　

実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
合
格
発
表

・
推
薦
入
学
試
験

　

11
月
15
日(

木)

・
一
般
入
学
試
験(

前
期)

　

平
成
25
年
１
月
31
日(

木)

・
一
般
入
学
試
験(

後
期)

　

平
成
25
年
３
月
５
日(

火)

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
農
業
大
学
校
事
務
部
学
生
課

　
　
　

０
２
８(

６
６
７)

０
７
１
１

●
日
　
時　

７
月
25
日(

水)

午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時(

お
お
む
ね
１
組
１
時
間)

●
場
　
所

　

那
須
農
業
振
興
事
務
所
会
議
室

●
内
　
容　

農
業
経
営
改
善
・
法
人
化
・

　

６
次
産
業
化
な
ど
に
関
す
る
個
別
相
談

●
相
談
員　

県
農
業
会
議
職
員
・
社
会
保

　

険
労
務
士
、
税
理
士
、
６
次
産
業
化
プ

　

ラ
ン
ナ
ー(

予
定)

、
県
農
政
部
経
営
技

　

術
課
職
員

●
費
　
用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
農
業
振
興
事
務
所
経
営
普
及
部

　
　
　 (

２
２)

２
８
２
６

　

「
中
退
共
」
と
は
、
中
小
企
業
の
た
め

の
退
職
金
制
度
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
」で
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。
手

　

数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
社
外
積
立
型
で
管
理
が
容
易
で
す
。
納

　

付
状
況
や
退
職
金
試
算
額
を
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員
も
加

　

入
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。（「
中
退
共
」で
検
索)

■
問
い
合
わ
せ

　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　
　

０
３(

６
９
０
７)

１
２
３
４　
　

　
　
　

http://w
w
w
.chutaikyo.

　
　
　

taisyokukin.go.jp/

●
日
　
時　

８
月
29
日(

水)

・
給
油
取
扱
所
講
習

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

・
一
般(

そ
の
他)

講
習

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
　
所　

金
田
北
地
区
公
民
館

　

(

市
野
沢
１
９
８
８
‐
１)

●
講
習
区
分　

・
給
油
取
扱
所
講
習

　

給
油
取
扱
所
に
従
事
す
る
方

・
一
般(

そ
の
他)

講
習

　

給
油
取
扱
所
以
外
の
施
設
に
従
事
す
る
方

●
講
習
科
目
・
時
間

・
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項　
　

　

１
時
間

・
危
険
物
の
火
災
予
防
な
ど
に
関
す
る
事
項

　

２
時
間

●
対
象
者　

危
険
物
施
設
に
お
い
て
、
危

　

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危

　

険
物
取
扱
者
。

※
前
回
受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４

　

月
１
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な
け

　

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
新
た
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

　

る
こ
と
に
な
っ
た
方
は
、
従
事
す
る
こ

　

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受
講

　

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

　

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
過
去
２

　

年
以
内
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
講
習
を
受
け

　

て
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
日
ま
た
は

　

受
講
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１

　

日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
す
れ
ば
よ
い

　

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
有
者
で
、
現

　

に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い

　

る
方
は
、
保
安
講
習
を
受
講
し
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
法
律
上
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

●
定
　
員　

各
１
０
０
人

●
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

　
（
栃
木
県
収
入
証
紙)

●
受
付
期
間　

８
月
１
日(

水)

〜
８
日(

水)

　

土
・
日
曜
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
４

　

時
30
分

●
受
付
場
所

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

※
受
付
時
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
確
認

　

を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
受
講
申
請
書
お
よ
び
講
習
会
案
内
な
ど

　

は
、
消
防
本
部
予
防
課
お
よ
び
消
防

　

署
・
各
分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

㈳
栃
木
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会

　
　
　

０
２
８(

６
２
２)

０
４
３
８

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

(

２
２)

３
０
１
６

栃
木
県
農
業
大
学
校

平
成
25
年
度
生  

学
生
募
集

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

那
須
農
業
振
興
事
務
所

農
業
経
営
相
談
会
開
催

「
中
退
共
」（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）の
退
職
金
制
度
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お知らせ・図書館

入 館 者(1日平均)
個人貸出利用者数
(1日平均) 本 CD･ビデオ

貸 出 点 数種 別
施設区分

大田原

黒　羽

湯津上

６
月
の
統
計

開館  平　日  9:30～19:30
時間  土日祝  9:30～17:30(23)4560 (59)0855

開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請してください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

《わくわく折り紙教室》
●日　時　７月21日(土) 午前10時～11時30分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●講　師　小野  純子  先生
●対　象　小学生以上　30名
　(保護者同伴の場合、未就学児でも可)
●参加費　無料
●持ち物　はさみ、のり
●申し込み　電話または黒羽図書館のカウ
　ンターで申し込み
※８月のコアラおはなし会はお休みです

【大活字本・朗読 CDの貸し出し】
図書館では、字が大きく読みやすい大活字本や朗読CDの貸し出しを行っています。ご希望の方は館内
をご案内しますので、お気軽にスタッフまでお問い合わせください。

★黒羽図書館★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

８月の図書館カレンダー８月の図書館カレンダー ●休館日●休館日

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

土
４
11
18
25

月

６
13
20
27

金
３
10
17
24
31

日

５
12
19
26

火

７
14
21
28

水
１
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

土
４
11
18
25

月

６
13
20
27

金
３
10
17
24
31

日

５
12
19
26

火

７
14
21
28

●
対
　
象

　

求
職
活
動
を
し
て
い
る
方
、
新
た
な
職

　

業
に
就
こ
う
と
し
て
い
る
方

●
訓
練
科
・
定
員

・
機
械
加
工
科　

５
名

・
Ｎ
Ｃ
機
械
科　

10
名

・
観
光
サ
ー
ビ
ス
科　

10
名

●
訓
練
期
間

　

10
月
５
日
〜
平
成
25
年
３
月
22
日

　

(

６
カ
月
間)

●
訓
練
実
施
場
所

　

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

　

(

那
須
町
高
久
甲
５
２
２
６‐

２
４)

●
入
校
選
考

　
９
月
７
日(

金)

　

適
性
試
験
、
面
接
、
志
願
理
由
書

●
授
業
料
　
無
料

※
教
材
な
ど
の
購
入
費
は
自
己
負
担

●
募
集
期
間

　

８
月
１
日(

水)

〜
24
日(

金)

●
申
込
方
法

　

住
所
地
の
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク)

に
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

　

職
業
能
力
開
発
担
当

　
　
　

０
２
８
７(

６
４)

４
０
０
０

栃
木
県
立
県
北
産
業
技
術

専
門
校 

訓
練
生
募
集

●日　時　８月５日(日)、８月19日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作 など

ピノキオおはなし会

●日　時　８月11日(土)   午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙芝居･工作 など

子どものつどい

「バルーンアート教室」
●日　時　７月28日(土)   午後２時～３時
●会　場　大田原図書館２階　視聴覚室
●参加費　無料
●講　師　小林  秀治  先生(おはなし冒険団）
●定　員　30名(２人１組)
※小学校中学年以下のお子さんは保護者同伴
●持ち物　はさみ、45ℓのビニール袋(作品
　　　　　持ち帰り用)
●申し込み　電話または大田原図書館カウ
　　　　　　ンターで申し込み

18,384人(681人)

3,529人(131人)

7,058人(261人)

1,461人(  54人) 6,059冊

5,516点

1,336点

63点

30,225冊

1,159人(  43人) 129人(    5人) 413冊
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天文館

　梅雨が明け、晴れた日が多くなる８月は、星を見る絶好の季節です。見どころは、
「こと座、さそり座などの夏の星座と天の川」、「ペルセウス座流星群」、深夜になれば
「木星、金星」また「金星食」などと盛りだくさんです。
　そんな中から下記イベントを企画しました。今年は特に小学生を対象に夏休み特別イ
ベント「夏休み自由研究」も合わせて開催しますので奮ってご参加ください。

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

■申し込み・問い合わせ
　ふれあいの丘天文館 　（２８）３２５４
　　　 http://www.fureai-tenmonkan.jp/　

流れ星の見方流れ星の見方

【初心者天文講座】
①『夏の星座と天の川を見よう』
◆日時　８月５日（日）
　　　　午後７時 30 分～９時 15 分
◆内容　夏の大三角を目印に夏を代表する星座
　の見つけ方を解説します。また、65 ㎝望遠鏡
　などを用いて土星、星雲星団を観望します。
◆定員　30 名

②『星空継続観察（夏期）』
◆日時　８月 18 日（土）
　　　　午後 7時 00 分～ 9時 00 分
◆内容　星空観察の方法を学んだ後、｢肉眼によ
　る天の川観察｣や｢双眼鏡によること座の観察｣
　を行います。また、夏の星座解説などを行い
　ます。
◆定員　20 名

※①、②とも場所は、ふれあいの丘天文館。対象
　は、一般（中学生以下は保護者同伴）。参加費は、
　小中学生 1 名 100 円、大人 1 名 300 円（入館
　料として）となります。

【小学生対象夏休み自由研究】
①『星の動きを確認しよう
　　　（１日、１年の動き）』
◆日時　８月 11 日（土） 
　　　　午後６時 30 分～８時 30 分
◆内容　星や星座は、時刻とともにどのように
　動いていくのか、また星の並び方は変わるの
　かなどを観察します。あわせて、65 ㎝望遠鏡
　などを用いて土星、星雲星団を観望します。

②『月の動きを確認しよう
　　　　　　　　（月の満ち欠けと動き）』
◆日時　８月 19 日（日）
　　　　午後６時 30 分～８時 30 分
◆内容　月は、時刻とともにどのように動いて
　いくのか、半月や満月など形はちがっても同
　じなのかなど観察方法を解説します。あわせ
　て、65 ㎝望遠鏡などを用いて土星、星雲星団
　を観望します。

※①、②とも場所は、ふれあいの丘天文館。定員
　は 20 名。対象は、小学生（保護者同伴）。参加
　費は、小学生１名 100 円、大人１名 300 円（入
　館料として）となります。【天文現象観望会】

『ペルセウス座流星群を見よう』
◆日　時　８月 12 日（日）午後８時～ 11 時
◆場　所　ふれあいの丘
◆内　容　流れ星についての解説の後、芝生広
　　　　　場で観望します。
◆対　象　一般（中学生以下は保護者同伴）
◆定　員　80 名
◆参加費　無料（時間内に天文館を利用されたい
　　　　　方は別途入館料が必要）

●申込方法　
　７月 22 日（日）から、電話または直接ふれあい
　の丘天文館までお申し込みください。
●受付時間　
　午前９時～午後９時
＊なお、天候により内容変更の場合がありますの
　で、あらかじめご了承ください。

★流星群の時は、どのくらい流れ星が流れるの？
　予報どおりに出現することは難しいため、はっきりとしたことは言えませんが、条件が良ければ
　１時間に 30 個以上の流星が見られるようです。
★屋外で流星を見るときのコツは？
　・街の明かりの少ない場所で、空の開けた場所ほど数多く見ることができます。
　・１カ所に集中せず広範囲の空を探してください。東の空 45°付近を「ぼーっと」見てください。
　・長時間の観察には以下のような物を用意すると便利です。
　　○防寒用具（夜は予想以上に冷え込む場合がありますので、1枚多めに準備しましょう。）
　　○小さな椅子（楽に観察できます。）　○シート、寝袋（寝ころんで楽に観察できます。）
　　○懐中電灯（赤色のセロファンをつけるなど周囲の人の目を刺激しないように配慮しましょう。）
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伝承館・彫刻周遊

　この作品は、親園地区公民館の駐車場から見て
南側の植込み近くにあります。
　繭玉のようなシルエットで、半分から下の部分
は綺麗に磨きあげられ、上半分はワニ革のように
彫り込まれ、中はくり抜かれて空洞になっていま
す。
　この作品は「舟」を模しているのだそうです。そ

の 舟 は、
湿原に点
在する景
色を移し
こむ程に
穏やかな
水溜りの
ように虚
実を一体
化してし
ま っ た

「曖昧なリアリティ
ーの境界面」と、あ
まりにも過剰な情報
量から虚実の判断が
曖昧になった「浮遊
する意識の乗り物」
を視覚化したもので
あり、それによって
「曖昧さそのものを実体化する」事を試みたようで
す。水面を撫でる風が水と景色の境界を明かす様
に、この作品が「浮遊しやすい意識を現実に繋ぎ止
める数少ない手がかりになり、存在することの豊さ

とその可能性を再認識す
るきっかけになれ」と作
者は願っています。
　作者は宮城出身の菅
野泰史氏。愛知県立芸術
大学大学院を修了後、国
内の各地で活躍をされ
ています。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

37

菅野　泰史　　日本　　2003年

湿地・風の痕跡

菅野  泰史  氏

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

かんの　　  やすし

設置場所案内図（★印）

ファミリー
マート
ファミリー
マート

道とん堀道とん堀カインズ
ホーム
カインズ
ホーム

親園地区公民館親園地区公民館

内田化工内田化工

★★

　

今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す

る
資
料
の
中
か
ら
、
三
代
歌
川
豊
国
画

「
十
二
月
之
内　

文
月
廿
六
夜
待
」を
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
安
政
元
年（
一
八
五
四
）

に
江
戸
末
期
の
浮
世
絵
師
、
三
代
歌
川

豊
国
（
国
貞
・
一
七
八
六―

一
八
六
五
）

が
描
い
た
浮
世
絵
で
す
。

　

本
品
は
竪
大
判
三
枚
続（
三
枚
貼
り

合
わ
せ
）の
浮
世
絵
で
、
寸
法
は
縦
３

７
・
８
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
７
８
・

３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
七
月
二
十
六

日
の
夜
に
月
待
を
し
な
が
ら
、
座
敷
で

寛
ぎ
、
酒
肴
を
楽
し
む
三
人
の
女
性
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
画
面
中
央
の
女
性

を
み
る
と
、
隣
の
女
性
に
豆
腐
を
勧
め

て
い
ま
す
。
夏
の
夜
の
粋
で
涼
し
げ
な

一
こ
ま
が
、鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
十
六
夜
待
ち
と
は
、
江
戸
時

代
、
陰
暦
正
月
・
七
月
の
二
十
六
夜
に

月
の
出
を
待
っ
て
拝
む
こ
と
で
す
。
月

光
の
中
に
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
の
三
尊

が
現
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
高

輪
か
ら
品
川
の
辺
り
で
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

二
十
六
夜
で
は
、
月
が
昇
る
の
は
午

前
０
時
か
ら
２
時
ご
ろ
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
人
々
は
、
真
夜
中
に
月
が
出
る

の
を
待
ち
な
が
ら
、
飲
食
を
楽
し
み
、

歓
談
を
し
な
が
ら
涼
ん
で
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
江
戸
の
人
々
は
、
夜
間
、
自
由

に
外
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
十

六
夜
待
ち
の
夜
は
、
特
別
に
外
出
が
許

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
二
十

六
夜
待
は
、「
江
戸
っ
子
」に
と
っ
て
夜

間
の
外
出
が
許
さ
れ
た
楽
し
み
の
一
つ

で
し
た
。

　

現
在
、
こ

の
資
料
は
那

須
与
一
伝
承

館
に
お
い
て

展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
18
回
〉

那
須
与
一
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歌川豊国画「十二月之内  文月廿六夜待」
(那須家所蔵／当館寄託)
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ハーモニーホール

●ふるさとの音楽家シリーズvol.１
　那須野が原の夏コンサート
　～ヴァイオリン・チェロ・ハープによる名曲の調べ～

●ふるさとの音楽家シリーズvol.１
　那須野が原の夏コンサート
　～ヴァイオリン・チェロ・ハープによる名曲の調べ～

午後２時開演
日時・会場

※入場は就学児以上とさせていただきます。

７月22日(日)/交流ホール

チケ ッ ト
全 席 自 由

一般 1,000円(友の会  900円)
学生    500円(大学生以下)

●予定曲目♪ラヴェル：パヴァーヌ（ヴァイオリン）
　　　　　♪フォーレ：シチリアーノ（チェロ）
　　　　　♪ドビュッシー：月の光（ハープ）ほか

大竹うらら
/ヴァイオリン
大竹うらら
/ヴァイオリン

玉川　克
/チェロ
玉川　克
/チェロ

高久美穂
/ハープ
高久美穂
/ハープ

日時・会場 ７月29日(日)

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

午後３時開演／大ホール
日時・会場 ７月29日(日)

♪毎回好評のトリオ・ラ・プラージュによる人気コンサー
　ト。おもに未就学児向けの１時間のプログラムです。

午前10時45分開演／大ホール
一般  1,300円(友の会 1,200円)
小学生～高校生  500円
子ども（０歳～小学生未満）無料

●結成10周年！トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの
　｢ファンタスティックコンサート｣
●結成10周年！トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの
　｢ファンタスティックコンサート｣
♪オーケストラ曲でも６人で演奏してしまう驚異のミニ
　ミニオーケストラ！ご家族でお馴染みの名曲をどうぞ。

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

一般  1,300円(友の会 1,200円)
中学生～高校生  500円
子ども(３歳～小学生)  無料

※入場は３歳以上とさせていただきます。
※妊婦招待事業です。
●出　演　トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　田口美里（ヴァイオリン）
　近藤千花子（クラリネット）
　渚　智佳（ピアノ）
　牛腸和彦（トランペット）
　丸茂　新（ホルン）
　村松裕子（コントラバス）

トリオ・ラ・プラージュwithフレンズトリオ・ラ・プラージュwithフレンズ

●結成10周年！トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの
　｢０才からのファミリーコンサートVol.15｣
●結成10周年！トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの
　｢０才からのファミリーコンサートVol.15｣

※入場は就学児以上とさせていただきます。

午後５時開演／大ホール
８月４日(土)

●～熱狂クラシック・那須野が原の夏2012～
　東京交響楽団那須野が原特別演奏会vol.５
●～熱狂クラシック・那須野が原の夏2012～
　東京交響楽団那須野が原特別演奏会vol.５

S席  5,000円(友の会  4,500円)
A席  4,000円(友の会  3,600円)
B席  3,000円(友の会  2,700円)
C席  2,000円(友の会  1,800円)
S席学生  3,000円(大学生以下)
A席学生  2,000円　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

チケット好評発売中チケット好評発売中チケット好評発売中チケット好評発売中

●予定曲目
♪チャイコフスキー
　：ピアノ協奏曲第１番変ロ短調Op.23
♪モーツァルト
　：交響曲第 41 番ハ長調Ｋ551「ジュピター」　ほか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

友の会優先電話予約  　　８月９日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ８月11日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ８月13日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●ジャン＝マルク・ルイサダ
　ピアノ・リサイタル
●ジャン＝マルク・ルイサダ
　ピアノ・リサイタル

※入場は就学児以上とさせていただきます。

午後６時開演
／大ホール

11月11日(日)

S席  3,300円(友の会  3,000円)　
A席  3,000円(友の会  2,700円)
S席学生  1,500円(高校生以下)
A席学生  1,200円(高校生以下)　

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場

●予定曲目
♪ショパン：４つのマズルカOp.67（遺作）
　　　　　　スケルツォ第２番　変ロ短調Op.31  ほか
♪ドビュッシー
　：ベルガマスク組曲（１. 前奏曲　２. メヌエット
　　　３. 月の光　４. パスピエ）　ほか

♪ショパンの無垢、メランコリー、ノスタルジー、
　ロマンティシズムの極致。ルイサダ特有の極限を
　超えた美しさの極みをお楽しみください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ジャン＝マルク・ルイサダ

指揮：飯森範親指揮：飯森範親指揮：飯森範親 ピアノ：須藤梨菜ピアノ：須藤梨菜ピアノ：須藤梨菜
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６月24日 大田原市少年相撲教室
（美原公園相撲場）

大田原市少年相撲大会終了後に春日山部屋
の力士による相撲教室が開催されました。
春日山部屋には、本県出身の力士が所属し
ており、地元黒羽高校相撲部との交流があ
ることから教室を開催したものです。この
日は、教室に小中学生75名が参加し、基本
動作の指導から、力士との取り組みなど笑
いを交えながらご指導いただきました。

６月12日  グリーンカーテン作り
（黒羽中学校）

グリーンカーテンを作ることで夏の節電に
役立ててもらおうと、市民の方が約1000本
のアサガオの苗を市に提供してくださり、
希望する市内の小中学校に配布されました。
黒羽中学校では、夏本番を前に緑化委員会
の生徒が担当の教員と一緒にアサガオの苗
を植えました。

６月２日～10日  第17回原野展（那須野が原ハーモニーホール）
重要無形文化財保持者(人間国宝)勝城蒼鳳氏の作品をはじめとし、各界で活躍されている那須地区
在住作家41名の作品50点が一堂に展示されました。期間中は出品作家による「アートガイド」や洋
画部門の高橋努氏による「アート体験教室」も実施され、期間中に1736名が会場を訪れました。

『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は情報政策課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

６月24日  第23回黒羽芭蕉の里全国俳句大会
（ホテル花月）

松尾芭蕉が長期滞在した黒羽の地から新たな
俳句文化を発信しようと毎年開催されていま
す。事前に募集のあった「自由題の部」では
全国各地の俳句愛好者621名から2095句の投
句がありました。当日の「席題の部」には171
名の俳句愛好者が集まり、出されたテーマに
基づいて投句しました。
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